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これ以降、アルメニア革命連盟の活
動家はこの無鉄砲な計画の実現に向けた
活動を一瞬たりとも止めることはなかっ
た。ソ連の社会および政治のあらゆる面
が共産党の厳しい監督下に置かれた全体
主義支配の時代においてさえも、アルメ
ニア人はアゼルバイジャンの領土の統一
性を破壊すべく抜け目なく活動を続けて
きた。このことは、ソ連時代にアルメニ
アがソ連指導部に対し45回も、カラバフ
とナヒチェヴァンをアルメニアに移譲す
る問題を突き付けたことを指摘するだけ
で十分である（1：30ページ）。

アゼルバイジャン固有の土地を奪取
しようとするアルメニア組織の活動が特
に激しくなったのは1960年代のことであ
る。部分的には、この活発化は「フルシ
チョフの雪解け」と関係している。この
雪解けは短期間のものであったが、ソ
連の政治体制が幾分緩和されることとな
り、そのためにアルメニアの民族主義組
織の活動が進展するためのある種の可能
性が作り出された。しかし、こういった
組織が活発化するのに主要な役割を果た
したのは、ソ連指導部の遠大な計画であ
ったのは間違いない。というのも、クレ

カラバフ紛争の起源
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今日のカラバフ紛争の始まりは、正式には1988年2月だと考えられている。なぜな
らまさに1988年2月21日にアゼルバイジャン・ソビエト社会主義共和国ナゴルノ・
カラバフ自治州（NKAO）の州ソビエトの会議において、この州がアゼルバイジャン
を離脱し、アルメニア・ソビエト社会主義共和国に併合される決定が採択された
からだ。しかし、この決定の前には、何十年にも渡ってアルメニアの民族主義的
組織が大規模な準備を行っていた。これらの組織を率いていたのが「アルメニア
革命連盟」という政党である。この政党は1890年の結成当初から、アゼルバイジャ
ンの土地（真っ先に挙げられるのがナヒチェヴァンとナゴルノ・カラバフ）の権
利を主張していた。これらの土地は、アルメニア革命連盟の指導者の心積もりに
よると、悪名高い「海から海まで続くアルメニア王国」の構成要素となるはずで
あった。

52 www.irs-az.com



www.irs-az.com 53

ムリンの指導部の一部グループが、ソ連
体制の「第五列」として世界中の様々な
国にあるアルメニアのディアスポラを利
用することに多大な関心を寄せていたの
だ。その代りにこれらのグループは、ソ
連邦内におけるアルメニア人に幾分手心
を加える準備があった。この方向へ向か
う第一歩となったのが、ソ連政府が1961
年8月に採択した、国外のアルメニア人
のソ連へのいわゆる「本国帰還」に関す
る政令である（2：417ページ）。これに
続き、ソ連指導部はでっち上げの「アル
メニア人ジェノサイド」をソ連邦内で事
実上合法化することに合意した。少なく
とも、1960年代にはアルメニア人は「ア
ルメニア人ジェノサイド」というばかげ
た考えを宣伝・普及する完全なる自由を
得た。こうして、1965年、彼らはオスマ
ン帝国における1915年の事件の50周年を
国家レベルで、また、盛大に祝うことが
できたのである。

1960年代以降、ソビエト・アルメニ
アと国外のアルメニア人の繋がりも著し
く拡大した。このことにより、アルメニ
ア・ディアスポラの超民族主義的思想が
ソ連邦内で浸透する可能性が高まった。
こういったすべてのことにより当時の
アルメニア国内のみならず、アルメニ
ア・ディアスポラの間でも民族主義的な
ヒステリーが強まることとなった。とり
わけ、アルメニアのリーダーたちは、新
たにアゼルバイジャンの土地を奪取する
計画遂行の現実性を一層信じるようにな
った。そのため、まさに1960年代にアル
メニアの統制をナゴルノ・カラバフや
ナヒチェヴァンに敷こうとする試みが特
に活発化したのは驚くことではない。こ
の頃、ソビエト・アルメニアの指導部は
全ソ連フォーラムにおいてさらに大っぴ

らに、かつ、一層頻繁にナゴルノ・カラ
バフの領土権を訴えるようになった（3
：438ページ）。

それと同時に、アルメニア指導部は
カラバフとナヒチェヴァンを再びエレバ
ンの管轄下に置くよう何度もソ連指導部
に請願した。さらに、1960年代の間、エ
レバンの支持を得て、カラバフでは騒動
が起こるよう何度も挑発が行われ、この
アゼルバイジャンの土地をアルメニアに
併合させるという要求が行われた。この
騒動の間に被害者となったのは、概して
温厚なアゼルバイジャン人であった（3
：438ページ）。

このような状況であるから、アルメ
ニア革命連盟の政治路線に根本的変化が

アゼルバイジャンセンター（ソ連指導部）不活動の訳
でミーティング運動が多かった。バクー、1989年
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起こったのがまさにこの時期であるとい
う事実も偶然とみなすことはできない。
よく知られていることであるが、60年代
半ばまでこの政党の活動は厳格な反ソビ
エト路線を保持していた。しかし、60年
代半ば以降、徐々に自らの活動をこの方
向へ転じたのだ。結局、1967年になると
第19回アルメニア革命連盟集会では政党
が反ソビエト路線の活動を拒否するこ
とが公式に発表された（4）。このこと
は、この連盟とソ連指導部の間に秘密の
了解があったことを裏付けている。反ソ
ビエト路線の活動を拒否することは、い
わゆる「アルメニア人ジェノサイド」思
想をクレムリンが支持したことに対する
アルメニア革命連盟のお返しの「感謝の
意」であったとも言える。

最終的にアルメニア革命連盟の新路
線が正式に採択されることになったの
は、1972年のウィーンでの第20回集会に
おいてであった。この集会で採択された

文書が強調していたのは、アルメニア革
命連盟が「民族主義、社会主義、革命
の原則」を支持しつつ、その主要な目的
として「民族の維持とその発展条件の創
設」を掲げているということである。
しかも、連盟のリーダーたちは、この目
的を達成することは「アメリカのウィル
ソン大統領が描く境界線内に自由で、か
つ、独立した統一アルメニアを創設する
ことであり、これにはナゴルノ・カラバ
フとナヒチェヴァンが含まれる」ことを
意味すると確信していた（4）。

その際、考慮すべきは、アルメニア
革命連盟は極めて政治的な組織として国
外において活動しただけでなく、教育・
文化施設（学校、カレッジ、劇場、文化
センター、研究センター、出版物）の
幅広いネットワークを所有していたこと
だ。アルメニア・ディアスポラの中でア
ルメニア革命連盟のメンバーであったの
はほんの一部であるにも関わらず、この

カラバフ

バクーのミーティング、ポスター看板から推量すると人はセンター（モスクワ）はカラバフ問題を解決しできるよ
うに希望を抱く
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政党はその幅広い影響力のおかげで教会
や慈善団体、青少年・婦人団体、文化組
織、教育組織、ボーイスカウトといった
組織を通じて、若いアルメニア人に隣人
である民族、何よりもまずトルコ人とア
ゼルバイジャン人に対する憎悪の伝統を
世代から世代へ教育していった（5）。

アルメニア人はソ連邦の中で実質上
何の干渉も受けずに国外の同朋人と接触
する可能性を持っていた唯一の民族であ
ったことを考慮に入れると、アルメニア
革命連盟のこのような民族主義的なプロ
パガンダがソビエト・アルメニア国内に
入りこむのは簡単であった。このような
状況がアゼルバイジャンの土地に対しア
ルメニア社会が持つ領土拡張の気運を育
み、支持していった。

さらに関連する活動がソビエト・ア
ルメニア国内でも行われていた。この活
動にはアルメニアの知識層の大部分が参
加していた。この知識層は機を逃すこ
となくナゴルノ・カラバフとナヒチェ
ヴァンは「古代アルメニアの土地」であ
ると発表した。この点については、1960
～1980年代に出版された観念論者たちの
多くの作品、いわゆる「ミアツム」（カ
ラバフのアルメニア併合）を思い出す
だけで十分である。これはS.カプチキャ
ン、Z.バラヤンによる作品であるが、そ
こでは無能な研究者たちがカラバフとナ
ヒチェヴァンがアルメニアに帰属するこ
とを「証明」していた。これらのでっち
上げは、学術出版物の中にも浸透し、そ
こでは何の根拠もなしにカラバフとナヒ
チェヴァンは「アルメニアの歴史的領土
の一部」と発表されていた（6）。この
時、アゼルバイジャンの知識層の代表が
これはアルメニアの「研究者」たちので
っち上げであることを暴露しようと試み

たが、ソ連国内においてはこの試みはす
べて厳しく中断された。これが、ソ連指
導部が南カフカス地方の諸民族に対し「
ダブルスタンダード」を採用していた最
も明確な例である。

今日のカラバフ紛争の起源について
話題にするなら、1960～1980年代にアル
メニア革命連盟が世界中の国々に軍スポ
ーツの広い組織網を持っていた事実も無
視することはできない。これらの組織の
活動には何万ものアルメニアの若者が
参加していた（5）。彼らの間で党の軍
事部隊の部隊員の養成が集中的に行われ
た。この部隊員は後にカラバフ戦争に
おいて積極的な活動を始めることとなっ
た。アルメニア人がアゼルバイジャン人

アルメニアからカラバフへの武器、装備、国家主義
文学を供給する
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と異なり、1980年代末に始まったカラバ
フ紛争までにきちんと整備された軍組織
をすでに持っていたことになるが、この
点については驚くことではない。

軍組織のメンバーの多くは、トルコ
の外交官に対するテロ行為に参加するな
どし、カラバフ紛争が始まる頃には少な
くない戦闘経験を持っていた。このテ
ロ行為は1970~80年代にヨーロッパの多
くの国とアメリカを巻き込んだ。例え
ば、1975年から1985年までの間だけでも
アルメニア人はトルコの外交官に対し
200回以上のテロ行為を行っている（4）
。「鉄のカーテン」の崩壊に伴い、ま
た、ペレストロイカの結果、多くのアル
メニア革命連盟の特使や部隊員は、まず
ソビエト・アルメニアに、その後ソビエ
ト・アゼルバイジャン内のアルメニア人
が多く住む地域に殺到した。

アゼルバイジャンの地を犠牲にした
上でのアルメニアの領土拡張計画を開始
する直接的な合図となったのが、第23回
アルメニア革命連盟集会（1985年、ギリ
シアの首都アテネで開催）での決定であ
った。アルメニア革命連盟のリーダーた
ちは、ソ連邦崩壊が近づいていることを

感じ取り、これには好都合な時がやって
きたと考えた。

指摘すべきは、第23回アルメニア革
命連盟集会の議事録にあったのはただ1
つ、すなわち「アルメニア領土拡大」
であったことだ。グルジアの研究者グラ
ム・マンジガラゼが証言しているが、集
会ではトルコ方面の話題はまったく審議
されることがなかった。集会では代表た
ちの間で意見が分かれた問題が1つだけ
あった。すなわち、［領土拡大は］北の
アゼルバイジャンから行うか、南のグル
ジアから行うか、という問題だ。長い議
論の末、1票差でカラバフ方面（アゼル
バイジャン）から攻撃を開始することに
決定した（7：18～19ページ）。

第23回アルメニア革命連盟集会の決
定は行動指針となった。これに際し、最
初に積極的に行ったのは、嘆願キャンペ
ーンであった。特に、ペレストロイカが
始まったことで、ナゴルノ・カラバフと
ナヒチェヴァンのアルメニア併合を要求
するアルメニア人の訴えがクレムリンに
「殺到した」。1987年8月にアルメニア
科学アカデミーが作成した嘆願書にはナ
ゴルノ・カラバフのみならず、ナヒチェ
ヴァンをもソビエト・アルメニアに移譲
する請願が含まれていた（3：438～439
ページ）。その際、1979年版全ソ連国勢
調査のデータによるとナヒチェヴァン
の住民の97%がアゼルバイジャン人であ
り、アルメニア人は1.4%に過ぎなかった
という事実（8：126ページ）にアルメニ
ア人が困惑することはなかった。

1987年の夏こそが現在のカラバフ紛
争の起点と言ってよいだろう。というの
も、当時何千ものアルメニア人がこのよ
うな嘆願書に署名したからだ。しかも、
署名活動はナゴルノ・カラバフ自治州の

カラバフ

センター（モスクワ）、アゼルバイジャン難民問題を知
らない振りをする
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アルメニア住民のみならず、ソビエト・
アゼルバイジャンのその他の地域に暮ら
すアルメニア人も行っていた。実質的
に、この活動がアゼルバイジャンに暮ら
すアルメニア人の間で「ミアツム」思想
の露骨な宣伝となったのだ。こういった
ことすべてが、アゼルバイジャン指導部
が完全に黙認する中で行われた。そのた
めにアルメニア人の中でアゼルバイジャ
ンの土地を奪取できるという確信が一層
強まった。さらには、アルメニア人をし
て1988年2月、あからさまな対決を起こ
さしめたのだ。

このようにして、アルメニアは政治
的にも、情宣的にも、また、軍事的にも
カラバフ紛争開始の準備を十分に行って
いた。アルメニア人と異なり、大多数の
アゼルバイジャン人にとってはカラバ
フ紛争が始まったことは不意打ちであっ
た。というのも、アルメニア民族主義的
組織の拡張計画に関する情報は当時アゼ
ルバイジャン指導部しか持っていなかっ
たからだ。しかし、指導部は、誰の目に
も紛争が避けられないのが明らかになっ
てからも完全な沈黙を保っていた。こう
いったことすべてがアルメニアに極めて
有利に働いた。アルメニアは1988～1994
年のカラバフにおける軍事行為の間、こ
の有利な点を最大限に、また、巧みに利
用した。

もっとも、アゼルバイジャンの地に
対するアルメニア拡張計画が一時的に成
功したからといって、評価しすぎること
はない。なぜなら、最終的にこのような
政策はエレバンに成功をもたらさないか
らだ。現存する問題を解決するのは長期
に渡るであろうが、これは友好的な、ま
た、建設的な対話に基づいてのみこそ可
能である。そうでなければ、カラバフ紛

争の初期のころにアルメニア人が獲得し
た一時的な優勢が遅かれ早かれ、砂漠の
蜃気楼のように消えるだろう。「大アル
メニア」建設の見通しについては、グル
ジアの歴史家が公平な意見を述べている
が、その見通しが実現するチャンスは、
この仮想国家が首都をサンクトペテルブ
ルグと宣言する可能性に等しいものであ
る（7：20ページ）。
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アルメニア占領時期のアグダム市、幽霊市様な場所


